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(57)【要約】
【課題】ジョイスティックによって湾曲部の湾曲制御を
円滑に行う。
【解決手段】該湾曲部を湾曲操作するための操作ワイヤ
と、該操作ワイヤと接続されるスプロケットと、該スプ
ロケットを駆動するモータと、該モータを駆動して牽引
あるいは弛緩させ該湾曲部の湾曲角度を変更するための
ジョイスティックと、電子内視鏡の各種機能を制御する
ための複数のボタンと、該ジョイスティックの操作に基
づいて該モータを駆動制御して該湾曲部の湾曲角度を変
更する湾曲制御部と、を備える電子内視鏡システムであ
って、いずれかのボタンが、ジョイスティックの中立位
置と現在の湾曲部の湾曲角度とを対応付けるための中心
セットボタンであり、湾曲制御部は、中心セットボタン
が押されると、該中心セットボタンが押されたときの湾
曲部の湾曲角度をジョイスティックの中立位置における
該湾曲部の湾曲角度として設定することを特徴とする電
子内視鏡システムを提供する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子内視鏡の湾曲部に内挿され該湾曲部を湾曲操作するための操作ワイヤと、該電子内
視鏡の操作部内に設けられ該操作ワイヤと接続されるスプロケットと、該スプロケットを
駆動するモータと、該操作部の操作に基づいて該モータを駆動し該スプロケットを回動さ
せることにより操作ワイヤを牽引あるいは弛緩させ該湾曲部の湾曲角度を変更するための
ジョイスティックと、該操作部に配置され電子内視鏡の各種機能を制御するための複数の
ボタンと、該ジョイスティックの操作に基づいて該モータを駆動制御して該湾曲部の湾曲
角度を変更する湾曲制御部と、を備える電子内視鏡システムであって、
　前記複数のボタンのうちいずれかのボタンが、前記ジョイスティックの中立位置と現在
の前記湾曲部の湾曲角度とを対応付けるための中心セットボタンであり、
　前記湾曲制御部は、前記中心セットボタンが押されると、該中心セットボタンが押され
たときの前記湾曲部の湾曲角度を前記ジョイスティックの中立位置における該湾曲部の湾
曲角度として設定する、
　ことを特徴とする電子内視鏡システム。
【請求項２】
　前記湾曲制御部は、前記中心セットボタンが押されてから前記ジョイスティックが中立
位置に移動するまでの間、前記湾曲部を該中心セットボタンが押されたときの湾曲状態で
ロックし、該ジョイスティックが中立位置に移動すると、該湾曲部のロックを解除するこ
とを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項３】
　前記電子内視鏡システムは、さらに、前記スプロケットへの前記モータの駆動力の伝達
を制御する電磁クラッチを備え、
　前記湾曲制御部は、前記中心セットボタンが押されてから前記ジョイスティックが中立
位置に移動するまでの間、前記電磁クラッチを制御して前記モータの駆動力を前記スプロ
ケットに伝達せず、前記湾曲部を該中心セットボタンが押されたときの湾曲状態でロック
し、該ジョイスティックが中立位置に移動すると、該電磁クラッチを制御して該モータの
駆動力を該スプロケットに伝達して、該湾曲部のロックを解除する、
　ことを特徴とする請求項２に記載の電子内視鏡システム。
【請求項４】
　前記複数のボタンのうちいずれかのボタンが、前記ジョイスティックの操作によって制
御可能な前記湾曲部の湾曲角度の範囲を変更するための湾曲可能範囲変更ボタンであり、
　前記湾曲制御部は、前記ジョイスティックが中立位置にあるときに前記湾曲可能範囲変
更ボタンが作動すると、前記湾曲部の湾曲角度の範囲を変更する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項５】
　前記複数のボタンのうちいずれかのボタンが、前記湾曲部を現在の湾曲状態でロックす
る又はロックを解除するための湾曲ロックボタンであり、
　前記湾曲制御部は、前記湾曲部がロックされていないときに前記湾曲ロックボタンが作
動すると、該湾曲部を現在の湾曲状態でロックし、該湾曲部がロックされているときに該
湾曲ロックボタンが作動すると、該湾曲部のロックを解除する、
　ことを特徴とする請求項１又は請求項４に記載の電子内視鏡システム。
【請求項６】
　前記複数のボタンのうちいずれかのボタンが、前記湾曲部の湾曲状態を初期状態に戻す
ためのリセットボタンであり、
　前記湾曲制御部は、
　　前記湾曲部がロックされているときに前記リセットボタンが作動すると、前記ジョイ
スティックの操作を受け付けずに該湾曲部を初期状態に戻す動作を開始し、
　　前記湾曲部が初期状態に移動しているときに前記中心セットボタンが作動すると、該
湾曲部の移動を停止し、



(3) JP 2011-72384 A 2011.4.14

10

20

30

40

50

　　前記中心セットボタンが作動せずに前記湾曲部が前記初期状態に戻った場合は、該初
期状態を前記ジョイスティックの中立位置における該湾曲部の湾曲角度として設定する、
　ことを特徴とする請求項１、請求項４又は請求項５のいずれか一項に記載の電子内視鏡
システム。
【請求項７】
　前記複数のボタンのうちいずれかのボタンが、短押しと長押しとで異なる機能を実行す
ることができるボタンであり、
　前記短押しと前記長押しの一方の操作に、前記中心セットボタン機能、前記湾曲可能範
囲変更ボタン機能、前記湾曲ロックボタン機能、前記リセットボタン機能のいずれか１つ
のボタンの機能が関連付けられている、
　ことを特徴とする請求項６に記載の電子内視鏡システム。
【請求項８】
　前記複数のボタンのうちいずれかのボタンが、全押しと半押しとで異なる機能を実行す
ることができるボタンであり、
　前記全押しと前記半押しの一方の操作に、前記中心セットボタン機能、前記湾曲可能範
囲変更ボタン機能、前記湾曲ロックボタン機能、前記リセットボタン機能のいずれか１つ
のボタンの機能が関連付けられている、
　ことを特徴とする請求項６又は請求項７に記載の電子内視鏡システム。
【請求項９】
　前記複数のボタンのうちいずれか２つのボタンを同時押しすることで、前記中心セット
ボタン機能、前記湾曲可能範囲変更ボタン機能、前記湾曲ロックボタン機能、前記リセッ
トボタン機能のいずれか１つのボタンの機能を実行することができる、
　ことを特徴とする請求項６に記載の電子内視鏡システム。
【請求項１０】
　前記電子内視鏡システムは、さらに前記電子内視鏡の撮像画像を表示するモニタを備え
、
　前記モニタは、前記湾曲制御部による前記湾曲部の制御に関する情報を表示する、
　ことを特徴とする請求項１から請求項９のいずれか一項に記載の電子内視鏡システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子内視鏡システムに関し、特に電子内視鏡の操作部の制御を行う電子内視
鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、電子内視鏡では、内視鏡本体部を把持しながら操作部に設けられている押しボ
タンスイッチを操作することにより、電子内視鏡の各種機能部の動作を制御して、患者の
体腔内の対象物を観察したり、対象物の撮像を行ったりする。また、患者の体腔内に挿入
される長尺の挿入部の先端には、先端硬性部や湾曲部等が設けられている。挿入部の先端
には照明光学系、対物光学系、送気・送水口、処置具挿通口等が設けられている。湾曲部
は、操作部の押しボタンスイッチやアングルノブを使用して湾曲部に接続された湾曲操作
ワイヤを操作することにより、湾曲操作が可能になっている。
【０００３】
　このような電子内視鏡の操作部としては、特許文献１のような構造が用いられている。
操作部には電動モータが設けられ、電動モータの動力を利用して湾曲操作ワイヤを牽引し
、湾曲部の湾曲操作を行う。また、操作部にはジョイスティックが設けられており、ジョ
イスティックの傾き角に応じて湾曲部の湾曲角度を変更することができる。なお、ジョイ
スティックの傾き角は、前後左右それぞれ６０度程度であるため、ジョイスティックの傾
き操作に対して、１対１で湾曲部の湾曲動作を対応付けてしまうと、単純にジョイスティ
ックを用いるだけでは湾曲部を上下左右略１８０度近くまで湾曲動作させることができな
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い。
【０００４】
　そこで、ジョイスティックの傾き範囲を内側領域と外側領域の２つの領域に分け、ジョ
イスティックを外側領域まで傾けると、ジョイスティックの傾き動作に対する湾曲部の湾
曲動作の割合が大きくなり、湾曲部を上下左右略１８０度近くまで湾曲させることができ
る。また、ジョイスティックを内側領域から外側領域に素早く移動することで、湾曲角度
を素早く大きくすることも可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第３３９７９４０号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところが、上記のような従来の電子内視鏡の操作部の構造では、２つの領域間でジョイ
スティックを移動させることによって湾曲部の湾曲角度の変更を行うが、領域の境界を容
易に把握することができないため、ジョイスティックの傾き角と湾曲部の湾曲角度との対
応が把握しにくいことがある。また、ジョイスティックは手を離すと中立復帰するため、
湾曲部の湾曲角度を大きくした状態で施術を行っているときに、誤って手を滑らせる等、
不意にジョイスティックから手を離す状況が発生した場合、湾曲部が意図せず急にストレ
ート状態に戻るため、予期せずして挿入部が患者の体腔と接触してしまう可能性がある。
【０００７】
　本発明は上記の事情に鑑みてなされたものである。本発明の目的は、ジョイスティック
やボタンの操作による湾曲部の湾曲制御をより確実にかつより安定して行うことができる
ようにして施術時の作業効率を向上させつつ、ジョイスティックやボタンの誤操作が発生
した場合でも、安全に施術を続行することができる電子内視鏡システムを提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一実施形態における電子内視鏡システムは、電子内視鏡の湾曲部に内挿され該
湾曲部を湾曲操作するための操作ワイヤと、該電子内視鏡の操作部内に設けられ該操作ワ
イヤと接続されるスプロケットと、該スプロケットを駆動するモータと、該操作部の操作
に基づいて該モータを駆動し該スプロケットを回動させることにより操作ワイヤを牽引あ
るいは弛緩させ該湾曲部の湾曲角度を変更するためのジョイスティックと、該操作部に配
置され電子内視鏡の各種機能を制御するための複数のボタンと、該ジョイスティックの操
作に基づいて該モータを駆動制御して該湾曲部の湾曲角度を変更する湾曲制御部と、を備
える電子内視鏡システムであって、複数のボタンのうちいずれかのボタンが、ジョイステ
ィックの中立位置と現在の湾曲部の湾曲角度とを対応付けるための中心セットボタンであ
り、湾曲制御部は、中心セットボタンが押されると、該中心セットボタンが押されたとき
の湾曲部の湾曲角度をジョイスティックの中立位置における該湾曲部の湾曲角度として設
定することを特徴とする。
【０００９】
　好ましくは、湾曲制御部は、中心セットボタンが押されてからジョイスティックが中立
位置に移動するまでの間、湾曲部を該中心セットボタンが押されたときの湾曲状態でロッ
クし、該ジョイスティックが中立位置に移動すると、該湾曲部のロックを解除する。また
、電子内視鏡システムは、さらに、スプロケットへのモータの駆動力の伝達を制御する電
磁クラッチを備え、湾曲制御部は、中心セットボタンが押されてからジョイスティックが
中立位置に移動するまでの間、電磁クラッチを制御してモータの駆動力をスプロケットに
伝達せず、湾曲部を該中心セットボタンが押されたときの湾曲状態でロックし、該ジョイ
スティックが中立位置に移動すると、該電磁クラッチを制御して該モータの駆動力を該ス
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プロケットに伝達して、該湾曲部のロックを解除する。
【００１０】
　さらに好ましくは、複数のボタンのうちいずれかのボタンが、ジョイスティックの操作
によって制御可能な湾曲部の湾曲角度の範囲を変更するための湾曲可能範囲変更ボタンで
あり、湾曲制御部は、ジョイスティックが中立位置にあるときに湾曲可能範囲変更ボタン
が作動すると、湾曲部の湾曲角度の範囲を変更する。また、複数のボタンのうちいずれか
のボタンが、湾曲部を現在の湾曲状態でロックする又はロックを解除するための湾曲ロッ
クボタンであり、湾曲制御部は、湾曲部がロックされていないときに湾曲ロックボタンが
作動すると、該湾曲部を現在の湾曲状態でロックし、該湾曲部がロックされているときに
該湾曲ロックボタンが作動すると、該湾曲部のロックを解除する。さらに、複数のボタン
のうちいずれかのボタンが、湾曲部の湾曲状態を初期状態に戻すためのリセットボタンで
あり、湾曲制御部は、湾曲部がロックされているときにリセットボタンが作動すると、ジ
ョイスティックの操作を受け付けずに該湾曲部を初期状態に戻す動作を開始し、湾曲部が
初期状態に移動しているときに中心セットボタンが作動すると、該湾曲部の移動を停止し
、中心セットボタンが作動せずに湾曲部が初期状態に戻った場合は、該初期状態をジョイ
スティックの中立位置における該湾曲部の湾曲角度として設定する。このため、これらの
ボタンを組み合わせて使用することにより、より柔軟に湾曲部の湾曲範囲を変更したり、
より円滑に湾曲操作を行ったりすることができる。
【００１１】
　さらに本発明の電子内視鏡システムにおいては、複数のボタンのうちいずれかのボタン
が、短押しと長押しとで異なる機能を実行することができるボタンであり、短押しと長押
しの一方の操作に、中心セットボタン機能、湾曲可能範囲変更ボタン機能、湾曲ロックボ
タン機能、リセットボタン機能のいずれか１つのボタンの機能が関連付けられている。ま
た、複数のボタンのうちいずれかのボタンが、全押しと半押しとで異なる機能を実行する
ことができるボタンであり、全押しと半押しの一方の操作に、中心セットボタン機能、湾
曲可能範囲変更ボタン機能、湾曲ロックボタン機能、リセットボタン機能のいずれか１つ
のボタンの機能が関連付けられている。さらに、複数のボタンのうちいずれか２つのボタ
ンを同時押しすることで、中心セットボタン機能、湾曲可能範囲変更ボタン機能、湾曲ロ
ックボタン機能、リセットボタン機能のいずれか１つのボタンの機能を実行することがで
きる。このため、１つのボタン操作で複数の機能を実行することができるため、操作部の
操作が簡便になり、ジョイスティックの操作をより安定させることができる。
【００１２】
　そして、本発明の電子内視鏡システムは、さらに電子内視鏡の撮像画像を表示するモニ
タを備え、モニタは、湾曲制御部による湾曲部の制御に関する情報を表示する。このため
、ジョイスティックやボタンの操作を視覚的にも確認することができるため、湾曲部の湾
曲角度や湾曲範囲等が把握しやすくなり、より確実な操作を行いつつ施術時の作業効率を
向上させることができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の電子内視鏡システムによれば、湾曲部の湾曲状態をジョイスティックの中立位
置に設定可能とすることにより、現在の湾曲状態が把握しやすくなる。また、湾曲部を大
きな湾曲角度で湾曲させて施術を行っている際にジョイスティックから誤って手が離れて
中立位置に戻った場合でも、施術者が設定した中心値に相当する湾曲角度に戻るだけであ
り、従来のように常に０度に復帰することはないため、湾曲部が急にストレート状態にな
って施術に支障を来すようなことはない。さらに、中心セットボタンやリセットボタンを
使用することにより、湾曲範囲の微調整を行うだけでなく、現在の湾曲方向とは反対の方
向に湾曲部を湾曲させたいときには素早くストレート状態に戻して所望の方向に湾曲させ
たりすることもできるため、施術効率を向上させることもできる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
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【図１】本発明の実施形態における電子内視鏡システムの全体の概略を示すブロック図で
ある。
【図２】（ａ）～（ｃ）は、本発明の実施形態における電子内視鏡の操作部を示す概略図
である。
【図３】本発明の実施形態における湾曲可能範囲の変更パターンを示す図である。
【図４】本発明の実施例１における湾曲制御部による処理を示すフローチャートである。
【図５】本発明の実施例２における湾曲制御部による処理を示すフローチャートである。
【図６】本発明の実施例３における湾曲制御部による処理を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態における電子内視鏡の操作部について説明す
る。なお、複数の図にまたがって同じ部材を示す場合は同じ番号を付すこととする。
【００１６】
　図１は、本発明の実施形態における電子内視鏡を用いる電子内視鏡システム１全体の概
略を示すブロック図である。図１に示すように、電子内視鏡システム１は、電子内視鏡２
、プロセッサ３、送気・送水／吸引装置４、モニタ５を備える。電子内視鏡２はコネクタ
９を介してプロセッサ３及び送気・送水／吸引装置４に接続される。
【００１７】
　プロセッサ３は、湾曲制御部６、光源部７、信号処理部８を備える。湾曲制御部６は、
電子内視鏡２の操作部に設けられたジョイスティック１０やボタン群１１から操作信号を
受信し、その操作信号に基づいて電磁クラッチ１５やスプロケット１６等を駆動すること
により、電子内視鏡２の湾曲部の湾曲を制御する。また、ボタン群１１の送気・送水ボタ
ンを操作すると、その信号は湾曲制御部６を経て送気・送水／吸引装置４に入力される。
これにより、送気・送水／吸引装置４は送気管路あるいは送水管路を経て送気或いは送水
する。さらに、ボタン群１１の吸引ボタンが操作された場合には、送気・送水／吸引装置
４は処置具挿通チャンネルを介して吸引動作を行う。
【００１８】
　プロセッサ３の光源部７で発生した光は、ライトガイド２２によって電子内視鏡２の挿
入部の先端に伝搬され、照明光として患者の体腔内の観察対象部位に照射される。なお、
光源部７は、いずれも図示しないものの、ハロゲンランプやキセノンランプや白色ＬＥＤ
等の光源、光源の光を集光する集光レンズ、光源からの白色光を赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青
（Ｂ）の光に順次色分解するためのカラーフィルタ、画像信号をフレームメモリに書き込
む際のタイミングパルスや垂直同期信号に同期してカラーフィルタが回転するようにカラ
ーフィルタの速度と位相を制御するためのカラーフィルタ回転制御回路、照明光の光量を
調整するための光量絞り、光量絞りを制御する回路等を有し、面順次方式にて照明光を生
成する。なお、面順次方式の代わりに同時方式の撮像方式を採用しても良い。すなわち、
光源の白色光をそのままライトガイド２２に集光して伝送させて観察対象部位に照射し、
撮像素子２０上にオンチップ化された補色フィルタによって補色信号を分離し、この補色
信号をＲ，Ｇ，Ｂの原色信号に変換して、この原色信号を色差マトリクスによって色差信
号Ｒ－Ｙ，Ｂ－Ｙを得ることができる。
【００１９】
　観察対象部位からの反射光は、対物光学系２１を介して撮像素子２０の結像面において
結像される。撮像素子２０によって撮像された画像信号は、電子内視鏡２のコネクタ９を
経由してプロセッサ３の信号処理部８に伝送され、増幅、サンプルホールド処理、Ａ／Ｄ
変換、ノイズ除去等の前処理が施された後、デジタルビデオ信号やＲＧＢビデオ信号、コ
ンポジットビデオ信号、Ｓビデオ信号等に変換されてモニタ５に出力される。
【００２０】
　電子内視鏡２の操作部に設けられたジョイスティック１０を操作することにより、湾曲
部の湾曲を制御する。ジョイスティック１０には、外力が加わらないときにジョイスティ
ック１０が中立位置に復帰するように付勢力を与える復帰ばね等が設けられている。この
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ため、ジョイスティック１０から指を離すとジョイスティック１０は自動的に中立位置に
戻る。ジョイスティック１０の中立位置からの傾き量は湾曲操作量として信号線を介して
プロセッサ３の湾曲制御部６に伝送され、湾曲制御部６は、かかる傾き量に応じて、それ
ぞれ湾曲制御部６に信号線を介して接続されているエンコーダ１２、モータ１３、電磁ク
ラッチ１５等を制御して、スプロケット１６を時計回りあるいは反時計回りに回動させ、
一端がスプロケット１６に取り付けられている湾曲操作ワイヤ１７を牽引あるいは弛緩さ
せて電子内視鏡２の湾曲部を湾曲させる。スプロケット１６は、モータ１３によって回動
され、モータ１３によるスプロケット１６に対する駆動力は、電磁クラッチ１５の切断又
は接続によってスプロケット１６への伝達が制御される。電磁クラッチ１５の接続及び切
断の動作検出は、クラッチ動作検出スイッチ１４によって行われる。
【００２１】
　なお、電子内視鏡２には、湾曲部を観察視野の上下左右の方向に湾曲させるために、図
示されてはいないが、エンコーダ１２、モータ１３、クラッチ動作検出スイッチ１４、電
磁クラッチ１５、スプロケット１６、湾曲操作ワイヤ１７とからなる湾曲操作機構と同じ
構成の湾曲操作機構がもう１組設けられている。図１には、便宜上、上下方向又は左右方
向のいずれかの方向に湾曲部を湾曲させる構成のみを示す。例えば、もう一方の方向にも
湾曲部を湾曲させる場合、スプロケット１６の軸方向に並列するように別のスプロケット
を配置し、この別のスプロケット１６から湾曲部へ延伸する湾曲操作ワイヤ１７を９０度
捻って延伸させることにより、湾曲部を上下左右に湾曲させることができる構成を実現す
ることができる。湾曲操作ワイヤ１７の先端は、湾曲部の上下あるいは左右の方向に対応
する位置で、最先端の湾曲駒にそれぞれロウ付け等により固定されている。
【００２２】
　エンコーダ１２は、モータ１３の回転軸の回転量、すなわち湾曲部の湾曲操作量に基づ
く信号を湾曲制御部６に出力する。湾曲制御部６は、エンコーダ１２の出力信号を基に、
湾曲部の湾曲角を検出する。また、湾曲制御部６は、エンコーダ１２の出力信号に基づい
て、モータ１３による湾曲操作量を制御するための湾曲制御信号を生成する。湾曲制御部
６は、湾曲制御信号に基づいてモータ１３を回転駆動して、湾曲部を所定の湾曲角度まで
湾曲させる。
【００２３】
　スプロケット１６には、スプロケット１６の回動位置を検出するためのポテンショメー
タ１８がプーリ１９を介して設けられている。ポテンショメータ１８は、信号線を介して
湾曲制御部６に接続されており、ポテンショメータ１８により検出されたスプロケット６
の回動位置を回動位置信号として生成する。湾曲制御部６は、生成した湾曲制御信号と回
動位置信号に基づいて、モータ１３を回転させて、湾曲部の湾曲を制御する。
【００２４】
　次に、電子内視鏡２の操作部に設けられたジョイスティック１０及びボタン群１１等に
ついて説明する。まず、各ボタンの機能について説明し、ボタンの使用方法や有効・無効
状態等のボタン動作の詳細については後述する。図２に、電子内視鏡２の操作部の拡大図
を示す。なお、図２（ａ）～（ｃ）は、それぞれ操作部の正面図、側面図、背面図である
。ボタン１１ａ～１１ｄには、モニタ５上の画面の静止（フリーズ）、測光パターン（平
均測光やピーク測光）の切り替え、画像記録媒体への静止画像や動画の記録等、観察対象
部位の撮像時に使用する機能が割り当てられている。湾曲可能範囲変更ボタン１１ｆは、
ジョイスティック１０の操作による湾曲部の湾曲制御における湾曲角度の範囲を変更する
ためのボタンである。
【００２５】
　湾曲ロックボタン１１ｇは、湾曲部の湾曲操作中に湾曲角度を固定して現在の湾曲状態
を維持するためのボタンである。ロック中はジョイスティック１０の操作は受け付けられ
ない。湾曲ロックボタン１１ｇを再度押すことにより湾曲ロックを解除することができる
ため、解除後、再度他の湾曲角度で固定したい場合は、ジョイスティック１０によって湾
曲部を所望の湾曲角度に操作して湾曲ロックボタン１１ｇを押すだけで湾曲部をかかる湾
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曲角度に固定でき、固定された状態で引き続き作業を続行することができる。中心セット
ボタン１１ｈは、現在の湾曲部の湾曲角度をジョイスティック１０の中立位置に対応付け
るためのボタンである。例えば、大きな湾曲角度にて観察や治療を行っているときに、ジ
ョイスティック１０から手を離して中立位置に戻すと、既定では中立位置における湾曲角
度は０度であるため、再び対象部位を観察又は治療する場合には、もう一度湾曲部を大き
く湾曲させる必要があり、手間である。そこで、ジョイスティック１０を中立位置に戻し
たときでも、電子内視鏡２の先端が対象部位に向いているように湾曲部を維持したいとき
に中心セットボタン１１ｈを使用する。なお、ジョイスティック１０の中立位置における
湾曲角度を初期状態の角度に戻す場合は、リセットボタン１１ｅを使用する。
【００２６】
　送気・送水ボタン１１ｉは、電子内視鏡２の先端に設けられた送気・送水口から、送気
によって患者の管腔を広げて視野を確保したり、体液や出血などで対物レンズ表面が汚れ
て電子内視鏡の観察性能が低下した場合に、水を噴射してレンズ表面の汚れを除去し、空
気を送って対物レンズ表面の水滴を飛ばすことで視界を回復したり、処置対象物の表面に
空気を吹き付けて処置対象物の鮮明な観察画像を取得したりする際に使用するボタンであ
る。吸引ボタン１１ｊは、患者の体腔内の空気量を調節するために空気を吸引したり、体
液や血液等を吸い出したりする際に使用するボタンである。ところで、電子内視鏡２の先
端には処置具挿通口が設けられており、生体鉗子や細胞採取用ブラシ、異物除去用鉗子、
洗浄用パイプ、注射針等、種々の処置具を、鉗子口２４から挿入し、処置具挿通チャンネ
ル及び処置具挿通口を経由して病変部等の処置対象部位に適用して処置を行う。この鉗子
口２４、処置具挿通チャンネル、処置具挿通口は、吸引ボタン１１ｊを押して吸引を行う
際にも使用される。
【００２７】
　ストラップ２３は、電子内視鏡２の操作部を把持する施術者の手を支えるための部材で
ある。ストラップ２３により、施術者が操作部から手を滑らせたり不意に操作部を把持す
る力を緩めた場合に、電子内視鏡２が落下するのを防止することができる。また、操作部
を把持しなくても操作部を手に固定しておくこともできるため、操作部を把持するために
使用していた指でボタンを操作することもでき操作性を向上させることができる。折れ止
め管２５は弾性を有するゴム系の材料によって先細りのテーパ筒状に形成されており、基
端が操作部に、先端がユニバーサルチューブに接続されている。ユニバーサルチューブの
内部には撮像素子２０で光電変換された画像信号を伝送する伝送ケーブルや、照明光を伝
搬するためのライトガイド、操作部の各構成部材からの信号を伝送する信号線等が挿通さ
れている。ユニバーサルチューブはコネクタ９に接続されている。折れ止め管２５は、ユ
ニバーサルチューブの延出方向を定めると共に、水平方向に延出するユニバーサルチュー
ブがその自重によって操作部からの延出部分において折れ曲がらないようにしている。施
術者は、操作部を把持する手の親指と人差し指の付け根とで折れ止め部２５を支えつつ操
作を行う。
【００２８】
　ここで図３を参照する。図３に、湾曲可能範囲変更ボタン１１ｆを押したときの、湾曲
角度の範囲の変更パターンを２つ示す。ジョイスティック１０が中立位置にて静止した状
態におけるジョイスティック１０の中心軸からの傾き角をθとする。説明の都合上、前方
向及び右方向の傾き角を正の傾き角とし、後方向及び左方向の傾き角を負の傾き角とする
。既定の湾曲可能範囲は、大、中、小、微小のいずれに設定しても良い。
【００２９】
　パターン１では、湾曲可能範囲が上下方向及び左右方向共に±３０度である小、上下方
向の範囲が±９０度で左右方向の範囲が±７０度である中、上下方向の範囲が±１８０度
で左右方向の範囲が±１２０度である大が設定されており、湾曲可能範囲変更ボタン１１
ｆを１回押すごとに、ジョイスティック１０によって制御可能な上下方向及び左右方向の
湾曲可能範囲が小、中、大、小…と順次変わる。また、パターン２では、湾曲可能範囲に
微小、小、大が設定されている。小と大の湾曲可能範囲はパターン１と同じである。微小



(9) JP 2011-72384 A 2011.4.14

10

20

30

40

50

の湾曲可能範囲は、上下方向及び左右方向の範囲が±１５度である。従って、例えば、最
初は湾曲可能範囲を大に設定して観察可能範囲全体を見渡して観察対象部位を特定した後
、湾曲可能範囲変更ボタン１１ｆを１あるいは２回押して湾曲可能範囲を微小又は小に設
定して観察範囲を所望の観察対象部位周辺に絞って観察を行うことができる。
【００３０】
　次に、本発明の実施形態における実施例を５つ挙げて説明する。
【実施例１】
【００３１】
　図４に、実施例１での湾曲制御部３における処理のフローチャートを示す。湾曲制御部
３は、ステップＳ１０１において、電子内視鏡２の操作部の中心セットボタン１１ｈが押
されたか否かを判定する。中心セットボタン１１ｈが押された場合は、ステップＳ１０３
に進み、中心セットボタン１１ｈが押されたときの湾曲部の湾曲角度を中心値としてジョ
イスティック１０の中立位置における湾曲部の湾曲角度に設定してステップＳ１０５に進
む。ステップＳ１０５において、ジョイスティック１０が中立位置に戻されたか否かを判
定する。ジョイスティック１０が中立位置に戻されていない場合はステップＳ１０７に進
み、中心セットボタン１１ｈが押されたときの湾曲角度を維持し続ける。従って、例えば
、ジョイスティック１０を操作して湾曲部の湾曲角度が上下方向において＋３０度である
ときに中心セットボタン１１ｈを押すと、ジョイスティック１０の中立位置での湾曲部の
湾曲角度は＋３０度に設定されるが、仮に、中心セットボタン１１ｈが押された直後に、
設定した中立位置での湾曲部の湾曲角度が直ちに有効になるとすると、現在のジョイステ
ィック１０の傾き位置は、まだ、湾曲部の湾曲角度が上下方向において＋３０度であるこ
とを示す傾き位置にあるので、中立位置での＋３０度に、さらに、ジョイスティック１０
の傾き位置が示す＋３０度が加算された＋６０度に湾曲部を湾曲させることになり、湾曲
部は＋３０度から＋６０度に急に湾曲しなければならなくなる。そこで、この現象を回避
するため、中心セットボタン１１ｈが押されてからジョイスティック１０が中立位置に戻
るまでは、ジョイスティック１０による湾曲操作を受け付けず、中心値に設定された湾曲
角度で現在の湾曲が維持され続ける。
【００３２】
　ジョイスティック１０を中立位置に戻すと、ステップＳ１０５からステップＳ１０９に
進む。ステップＳ１０９でもジョイスティック１０が中立位置にあるか否かが判断される
が、このステップＳ１０９は、中心セットボタン１１ｈを押さない場合に用意されている
ステップでもある。ステップＳ１０５からステップＳ１０９に進む場合には、当然、ジョ
イスティック１０は中立位置にあるので、自動的にステップＳ１０９からステップＳ１１
１に進むことになる。ステップＳ１１１では、湾曲可能範囲変更ボタン１１ｆが押された
か否かを判定する。湾曲可能範囲変更ボタン１１ｆが押された場合はステップＳ１１３に
進み、上記で図３を参照しながら説明したように湾曲角度の範囲を設定した後、ステップ
Ｓ１１５に進む。ステップＳ１１１にて湾曲可能範囲変更ボタン１１ｆが押されていない
場合は、ステップＳ１１３を経由せずにステップＳ１１５に進む。なお、ステップＳ１０
９においてジョイスティック１０が中立位置にあるか否かを判定してからステップＳ１１
１において湾曲可能範囲変更ボタン１１ｆが押されたか否かを判定しているため、ジョイ
スティック１０操作中に湾曲可能範囲変更ボタン１１ｆを押してもジョイスティック１０
は中立位置にはないので、湾曲可能範囲を変更することはできず、急に湾曲可能範囲が変
更されることはない。
【００３３】
　ステップＳ１１５では、ジョイスティック１０により湾曲可能な角度が湾曲部の湾曲限
界角に達しているか否かを判定する。湾曲限界角に達している場合は、ジョイスティック
１０を現在の位置より大きく傾けても湾曲部をそれ以上大きく湾曲させることはできない
ため、ステップＳ１１９により現在の湾曲が維持され続ける。湾曲限界角に達していない
状況では、ステップＳ１１７によりジョイスティック１０の傾きに合わせてモータが駆動
制御されて湾曲部の湾曲角度が変化する。そして、ステップＳ１１７又はＳ１１９からス
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テップＳ１０１に戻る。
【００３４】
　実施例１においては、中心セットボタン１１ｈを押さずとも、ジョイスティック１０を
中立位置に戻すだけで、ステップＳ１０１，Ｓ１０９，Ｓ１１１，Ｓ１１３と進み、中心
値は変更せずに湾曲可能範囲のみを変更することもできる。
【実施例２】
【００３５】
　次に実施例２について説明する。図５に、実施例２での湾曲制御部３における処理のフ
ローチャートを示す。まず、湾曲制御部３は、ステップＳ２０１にて湾曲ロックボタン１
１ｇが押されたか否かを判定する。湾曲ロックボタン１１ｇが押された場合は、ステップ
Ｓ２０３に進み、湾曲ロックボタン１１ｇが押される前に既にロック中であった場合はス
テップＳ２０５に進んで湾曲ロックを解除し、ロックされていない状態で湾曲ロックボタ
ン１１ｇを押した場合はステップＳ２０７に進んで湾曲ロックを作動させる。ステップＳ
２０５，Ｓ２０７の処理が完了したらステップＳ２０９に進む。ステップＳ２０９にて中
心セットボタン１１ｈが押されたか否かを判定する。中心セットボタン１１ｈが押された
場合は、ステップＳ２１１に進み、湾曲ロックを作動させて現在の湾曲を維持した状態で
、中心セットボタン１１ｈが押されたときの湾曲角度を中心値として設定する。従って、
中心セットボタン１１ｈを押したときは、湾曲部の湾曲がロックされているか否かにかか
わらず、ステップＳ２１１において湾曲ロックが作動する。
【００３６】
　ステップＳ２１１にて中心値が設定されるとステップＳ２１３に進む。ここではステッ
プＳ２１１において湾曲ロックが作動しているため、自動的にステップＳ２１５に進む。
ステップＳ２１５にて湾曲可能範囲変更ボタン１１ｆが押されたか否かを判定する。湾曲
可能範囲変更ボタン１１ｆが押された場合は、ステップＳ２１７に進み、上記で図３を参
照しながら説明したように湾曲角度の範囲を設定した後、ステップＳ２１９に進む。ステ
ップＳ２１９では、現在の湾曲が維持されるため、湾曲可能範囲変更ボタン１１ｆを押し
てステップＳ２１７において湾曲可能範囲を変更しても、湾曲ロックボタン１１ｇを押し
てステップＳ２０１，Ｓ２０３，Ｓ２０５と進んで湾曲ロックを解除しない限り湾曲部の
湾曲角度が変わることはない。従って、施術者は、準備を整えた上で新しい中心値及び湾
曲可能範囲を有効にして施術を続行することができる。
【００３７】
　実施例２では、中心セットボタン１１ｈを押して新しい湾曲角度を中心値に設定した後
に、湾曲可能範囲変更ボタン１１ｆを押さずにステップＳ２０１において湾曲ロックを解
除することで、中心値のみを変更することもできる。また、ステップＳ２０１，Ｓ２０３
，Ｓ２０７と進んで湾曲ロックを作動させた後に、中心セットボタン１１ｈを押さずに、
湾曲可能範囲変更ボタン１１ｆを押して、再びステップＳ２０１において湾曲ロックを解
除することで、湾曲可能範囲のみ変更することもできる。なお、湾曲ロックを作動させず
、中心セットボタン１１ｈも使用しない場合は、ステップＳ２１３からＳ２２１に進み、
実施例１と同様、湾曲限界角に達している場合は、ジョイスティック１０を現在の位置よ
り大きく傾けても湾曲部をそれ以上大きく湾曲させることはできないため、ステップＳ２
１９により現在の湾曲が維持され続ける。湾曲限界角に達していない状況では、ステップ
Ｓ２２３によりジョイスティック１０の傾きに合わせてモータが駆動制御されて湾曲部の
湾曲角度が変化する。そして、ステップＳ２１９，Ｓ２２３からステップＳ２０１に戻る
。
【実施例３】
【００３８】
　次に実施例３について説明する。図６に、実施例３での湾曲制御部３における処理のフ
ローチャートを示す。ステップＳ３０１～Ｓ３１７，Ｓ３２３～Ｓ３２７における処理内
容は、それぞれ実施例２におけるステップＳ２０１～２１７，Ｓ２１９～Ｓ２２３におけ
る処理内容と実質的に同じであるため、ここでの説明は省略する。実施例３では、ステッ
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プＳ３１５，Ｓ３１７の後段にステップＳ３１９を設けている。ステップＳ３１９では、
リセットボタン１１ｅが押されたか否かを判定する。リセットボタン１１ｅが押された場
合は、ステップＳ３２１に進み、湾曲部の上下方向及び左右方向における湾曲角度を初期
状態である０度に戻して湾曲部をストレート状態に復帰させるとともに、中心値を０度に
設定する処理を開始する。続いてステップＳ３２９において、湾曲部が初期位置に移動し
ている間に中心セットボタン１１ｈが押されたか否かを判定する。この初期位置への移動
中に中心セットボタン１１ｈが押されると、ステップＳ３２９，Ｓ３３３と進み、中心セ
ットボタン１１ｈが押された位置で湾曲部の移動を停止し、中心セットボタン１１ｈによ
る停止位置を中心値として設定する。中心セットボタン１１ｈが押されていない場合は、
ステップＳ３２９からステップＳ３３１に進み、ステップＳ３３１において湾曲部が初期
位置に戻ったか否かを判定する。湾曲部が初期位置へ移動中であれば、中心セットボタン
１１ｈの押下を受け付けるために再びステップＳ３２９に戻る。従って、湾曲部が初期位
置に戻るまでの間は、中心セットボタン１１ｈが押されるまでステップＳ３２９，Ｓ３３
１を繰り返す。中心セットボタン１１ｈが押されずに湾曲部が初期位置まで戻った場合は
、ステップＳ３３１からＳ３３３に進み、中心値を０度に設定する。なお、ステップＳ３
１９，Ｓ３２１により湾曲部を初期状態に戻す処理を開始し、ステップＳ３３３により移
動を停止しても湾曲ロックが作動中であり、ステップＳ３２３において湾曲部の湾曲状態
は停止位置で維持されるため、湾曲ロックボタン１１ｇを押してステップＳ３０１，Ｓ３
０３，Ｓ３０５により湾曲ロックを解除するまでは、ジョイスティック１０の操作は受け
付けられない。
【実施例４】
【００３９】
　次に実施例４について説明する。実施例４では、他の実施例に比べて操作部に設けられ
ているボタンの数を減らす。そこで、ボタンの短押し・長押し、全押し・半押し、同時押
し等を有効にすることにより、１つのボタンによって複数の機能を実行する。例えば、短
押しと長押しが可能なボタンを採用して、短押しと長押しとで実行する機能を異なるよう
に構成すれば、短押しの場合は湾曲可能範囲変更ボタンとして機能させ、長押しの場合は
リセットボタンとして機能させることができる。また、２つのボタンの同時押しを有効に
して、一方のボタンを湾曲可能範囲変更ボタンとして動作させ、他方のボタンを中心セッ
トボタンとして動作させる場合に、これら２つのボタンを同時押ししたときにリセットボ
タンとして動作させると作業効率を向上させることができる。
【００４０】
　すなわち、上記の実施例のフローチャートに基づく処理において、互いに関連する複数
の機能をボタン１つで実行することができる。さらに、ボタンを全押し・半押しの２段動
作式にして、ボタンを中心セットボタン兼湾曲ロックボタンとして動作させたり、湾曲可
能範囲変更ボタン兼リセットボタンとして動作させたりすることによっても、操作部に設
けるボタンの数を減らすことができる。もちろん、あるボタンを短押しと長押しが有効な
ボタン、別のボタンを全押しと半押しが有効なボタンとし、さらに他のボタンを組み合わ
せて同時押しを有効にするなど、各種ボタンを組み合わせたボタン構成を採用することも
可能である。また、どのボタンに対して短押し・長押し、全押し・半押し、同時押しを有
効にするかは任意に決定することができる。さらに、ボタン機能の組み合わせは任意に決
定することができる。例えば、湾曲ロックボタンと湾曲可能範囲変更ボタンをそれぞれ別
個のボタンとし、これら２つのボタンを同時押ししたときにリセットボタンとして機能さ
せても良い。
【実施例５】
【００４１】
　次に実施例５について説明する。実施例５は、上記の実施例において、さらに現在使用
しているボタン機能の情報や湾曲部の現在角や湾曲可能範囲等の情報をモニタ５に表示す
るものである。操作部に設けられた複数のボタンを使用する際に、施術者は、どのボタン
を動作させているのか、ロック中であるかどうか、湾曲部がどちらの方向にどれだけの角
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位置、表示方法、表示時間等を変えることにより、情報がさらに識別しやすくなる。例え
ば、湾曲可能範囲に関する情報は施術者が一度認識すれば良いため一定時間表示後に非表
示にすると、観察画像が見やすくなったり、代わりに他の情報を表示させたりすることが
できる。また、湾曲ロックの動作状態は常に表示しておくことにより、施術者はロック中
であるために操作できないのか、何らかの不具合が発生したために操作が無効になってい
るのかを認識することができる。これらの情報は、観察画像の確認に支障を及ぼさないよ
うに画面の角や端に表示する。
【００４２】
　以上が、本発明の実施形態についての説明である。なお、操作部におけるボタン配置は
上記説明に限らない。種々のボタン配置とジョイスティックの操作を組み合わせることで
、本発明が目的とする効果を達成することができる。また、湾曲可能範囲変更ボタンによ
って変更される湾曲可能範囲や変更パターンは、上記に限らず任意に決定することができ
、既定の湾曲可能範囲として任意の範囲を設定することができる。
【符号の説明】
【００４３】
１　　電子内視鏡システム
２　　電子内視鏡
５　　モニタ
６　　湾曲制御部
１０　　ジョイスティック
１１ｅ　　リセットボタン
１１ｆ　　湾曲可能範囲変更ボタン
１１ｇ　　湾曲ロックボタン
１１ｈ　　中心セットボタン
１３　　モータ
１５　　電磁クラッチ
１６　　スプロケット
１７　　操作ワイヤ
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